
場合の数と確率，図形の性質または整数の性質において，事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けている。

場合の数と確率，図形の性質または整数の性質における基本的な概念，原理・法則などを体系的に理解
し，基礎的な知識を身に付けている。

③ 数学的な技能

④ 知識・理解

⑤

２．学習方法

予習：事前に教科書によく目を通し、疑問点を見つけておくこと。
授業：説明をよく聞き考え、後から見直せるように工夫してノートをとること。グループワークでは、
　　積極的に自分の考えを話し、質問し、教えること。チームで協力して全員が理解することを目指す。
復習：学習した部分について問題集を解き理解を深める。分からないところは教科書・ノートを見て調
　　べる。
　　　提出用ノートを用意し、問題集等で間違った問題を提出用ノートに解く。テストは提出用ノート
　　に貼り、テスト直しをする。

３．評価の観点と趣旨

②
数学的な見方・考え
方

① 関心・意欲・態度
場合の数と確率，図形の性質または整数の性質における考え方に関心をもつとともに，数学のよさを認
識し，それらを事象の考察に活用して数学的な考え方に基づいて判断しようとする。

事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通
して，場合の数と確率，図形の性質または整数の性質において，数学的な見方や考え方を身に付けてい
る。

　場合の数と確率，図形の性質または整数の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を
数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学Ａ ２（前期履修４）

教科書

平成３１年度 年間指導計画
岩手県立水沢商業高等学校

教科名　数学科

科目 単位数

東京書籍「数学Ａ　Standard」

学年・小学科

２学年

副教材 東京書籍　「Standard WRITE 数学Ⅰ＋Ａ」

１．学習目標



① ② ③ ④

○ 授業態度

○ 学習態度

○ 小テスト

○ 授業ノート

○

○

○ 定期考査

○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

分数が整数，有限小数，循環小数のいずれかで表される理由を，割り算の
余りによって考察することができる。〔見〕
分数を小数で表したとき，小数第n位の数字を求めることができる。〔知〕
分数が有限小数で表される条件，循環小数で表される条件を論理的に考察
することができる。〔見〕
位取り記数法，10進法，2進法，n進法について理解している。〔知〕
n進法の整数を10進法で，10進法の整数をn進法で表すことができる。
〔知〕n進法の小数を10進法で，10進法の小数をn進法で表すことができ
る。〔知〕

３節　整数の性質の活用

1 約数と倍数
2 最大公約数・最小公倍数

1　除法の性質と整数の分類

ある整数aの倍数はakと表せることを使って，簡単な命題を証明することが
できる。〔技〕
自然数の素因数分解を求めることができる。〔技〕
自然数の正の約数やその個数を求めるのに，素因数分解が利用できること
を理解している。〔知〕
素因数分解を利用して最大公約数・最小公倍数を求める方法を理解してい
る。〔知〕
2数の最小公倍数は2数の素因数のすべてを因数とするということを理解
し，それを利用して問題を考察することができる。〔知〕〔見〕
互いに素な整数の性質を利用して，簡単な命題を証明することができる。
〔技〕

2　ユークリッドの互除法

1　記数法
2　小数と分数

２
章
　
整
数
の
性
質

前
期
末

2 確率の基本性質

条件付き確率や確率の乗法定理の考えに興味・関心をもち，積極的に活用
しようとする。〔関〕
独立な試行の確率を，具体的な例から直観的に考えることができる。
〔見〕
条件付き確率を，記号を用いて表すことができる。〔技〕
確率の定義から，その求め方がわかる。〔知〕

1 独立な試行の確率

2 反復試行の確率

提出物（問
題集、長期
休業中課題
等）

１節　集合と場合の数

前
期
中
間

1 事象と確率

１
章
　
場
合
の
数
と
確
率

1 集合の要素の個数

3　不定方程式

１節　約数と倍数

2 数え上げの原則

評価方法

自然数の正の約数の個数を数えること，式の展開を利用して約数が列挙で
きることに興味を示す。〔関〕
同じものを含む順列を，組合せで考察することができる。〔見〕
場合の数を，順列，円順列，重複順列に帰着させて求めることができる。
〔技〕
樹形図，和の法則，積の法則の利用場面を理解している。〔知〕

3 順列

4 組合せ

学期 単元 学習内容
重点をおく評価の観点

単元の評価規準

科目名 学年・小学科 単位数

数学A ２年・全学科 ２（前期履修4）

3　条件付き確率

２節　確率とその基本
性質

３節　いろいろな確率

2つの整数a，bを除数と余りを用いて表し，a＋bなどの余りを求めることが
できる。〔技〕
整数をある正の整数で割った余りで分類して，簡単な整数の性質を証明す
ることができる。〔技〕
素因数分解をしなくても，互除法によって最大公約数が求められることに
興味・関心をもつ。〔関〕
互除法の原理を理解し，互除法を用いて2数の最大公約数を求めることがで
きる。〔知〕
互除法の計算から最大公約数を表す式が導かれることを具体例から考察
し，一般にも適用できることに気付く。〔見〕
互除法を利用して，a，bが互いに素であるとき，ax＋by＝cを満たす整数
x，yの組を求めることができる。〔技〕
1次不定方程式，整数解の意味を理解している。〔知〕
係数が小さい場合の1次不定方程式の特殊解を求め，それによりすべての整
数解を求めることができる。〔技〕

２節　ユークリッドの互
除法と不定方程式


